
令和6年2月4日
各務原市ソフトテニス連盟
会長 水谷幸司

各務原市地域部活動移行委員会資料 第1回 会議

各務原市部活動移行委員会(仮称)

至: 各務原市中央ライフデザインセンター
2階第二研修室 13:30～
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本日のアジェンダ

進行:R5年度中学生推進部会 委員長 池戸さん

① 本日参加のご挨拶(対象学校・氏名・想い)…………全員

② JSAT(日連) 部活動移動についての背景と説明…..水谷

③ 部活動移動のパタンの説明

④ 現在の中学生の部費について規約(案)

⑤ グループ討議
A) 部活動移動員会の設立と継続審議について
B) メンバー構成
C) クラブ化の構成及び運用計画
D) 討議検討定義
・少子化 部員減少
・小規模校・大規模校
・運営資金・市教委・イベント
・その他



JSTA(日連)開示資料 部活動移行について➀
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資料提供
日本ソフトテニス連盟運動部活動地域移行推進委員会
日本ソフトテニス連盟生涯スポーツ委員会

令和５年度から令和７年度までの３年間を［改革集中期
間」から「改革推進期間」に変更してスタート

（出典：文部科学省，学校の働き方改革を踏まえた部活動改革のスケジュールより引用

運動部部活動の変遷について
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JSTA(日連)開示資料 部活動移行について➁

部活動はどうあるべきか

出典：青柳ら，部活動の論点（2019）を参考に，筆者作成）

部活動の位置づけ

（出典：荒井貞光，スポーツ空間論（2003）を参考に，筆者作成）

（学習指導要領）総則

スポーツや文化，科学等に親しませ，
学習意欲の向上や責任感，連帯感の
涵養等，学校教育が目指す資質・能
力の育成に資するものであり，学校
教育の一環として，教育課程との関
連が図られること．

（社会教育法）第二条

社会教育とは、学校教育法又は就学
前の子どもに関する教育、保育等の
総合的な提供の推進に関する法律に
基づき、学校の教育課程として行わ
れる教育活動を除き、主として青少
年及び成人に対して行われる組織的
な教育活動をいう。
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JSTA(日連)開示資料 部活動移行について③

部活動は教員が担う必要のない業務

（出典：文部科学省，新しい時代の教育に向けた持続可能な学校指導•運営体制の構築のための学校における働き方改革に関する総合的な方策について-答申-より引用）
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JSTA(日蓮)開示資料 部活動移行について④

施設の割合

スポーツ庁平成30年度体育•スポーツ施設現況調査より作成
体育•スポーツ施設の割合（H30)

大学•高専体育施設

公共スポーツ施設

民間スポーツ施設

学校体育•スポーツ施設

テニスコート（屋内外）の割合（H30)

全施設の8.2%

4,566

29.7%

3,524

22.9%

4,867

31.7%

14

0.1%

845

5.5%

427

3.8%

879

5.7%

234

1.5%

高等学校等

専修•各種学校

大学•高専学校

公立社会教育附帯施設

社会体育施設

民間スポーツ施設
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JSTA(日連)開示資料 部活動移行について⑤

どのような未来が予想できるか?

①部活動指導は必ずしも教師が担う必要のない業務に明確に分類さ

れた。拒否権がある。 

顧問となる教員が減る 

 
②部活動の設置•運営は法令上の義務ではなく，学校の判断により実施 
しない場合もあり得る。 

部活動を実施する学校が減る 
スポーツをする環境が減る 

③地域クラブ活動環境が整備されていない地域が大半である。 

スポーツをする子供たちが減る 

皆さんには，どのような未来が想像できますか？
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JSTA(日連)開示資料 部活動移行について⑤

加盟校数・指導者推移(5か年)

（出典：日本中学校体育連盟加盟校調査を参考に:筆者作成）

コメント 外部指導員は微増資格要求が強くなった。
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加盟校数・指導者推移(5か年)

JSTA(日連)開示資料 部活動移行について⑥

 

男女合計数 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 

バスケットボール 315,097 315,736 311,487 304,292 293,466 289,389 287,726 273,383 288,579 284,758 

ソフトテニス 367,068 370,476 358,328 338,627 317,020 306,827 295,524 290,898 287,165 277,984 

卓球 240,676 243,673 243,379 252,649 258,152 262,550 248,649 231,137 234,389 219,333 

陸上競技 219,556 220,855 221,173 222,437 219,934 222,080 215,551 205,598 207,808 200,365 

バレーボール 205,640 212,175 214,855 211,536 198,330 188,832 190,465 199,612 215,036 209,068 

 

令和5年度男女比（n=277,984） 
種目 最大値 最小値 差 

バスケットボール 315,736 273,383 -42,353 

ソフトテニス 370,476 277,984 -92,492 

卓球 262,550 219,333 -43,217 

陸上競技 222,437 200,365 -22,072 

男子
女子

（出典：日本中学校体育連盟加盟校調査を参考に:筆者作成
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JSTA(日連)開示資料 部活動移行について⑦

部活動指導者の指導行動 N=1281
 

項目 n ％ 項目 n ％ 

指導対象者   指導価値志向   

男子 381 29.7 勝利志向 116 9.1 

女子 519 40.6 ベスト志向 661 51.5 

両方 381 29.7 フェア志向 334 26.1 

1週間の指導日数   生涯スポーツ志向 170 13.3 

3日以下 150 11.7 指導の現状   

4日程度 125 9.8 楽しむことができている 380 29.7 

5日程度 871 68.0 やや楽しむことができている 521 40.7 

6日以上 135 10.5 あまり楽しむことができていない 211 16.5 

平日の指導時間   楽しむことができていない 169 13.2 

活動なし 46 3.6 指導の満足度   

1時間程度 161 12.6 満足している 122 9.5 

2時間程度 923 72.0 やや満足している 465 36.3 

3時間程度 132 10.3 あまり満足していない 474 37.0 

3時間以上 19 1.5 満足していない 220 17.2 

休日の指導時間   スポーツ志向のマッチング   

活動なし 33 2.6 マッチングしている 181 14.1 

2時間程度 49 3.8 ややマッチングしている 742 57.9 

3時間程度 737 57.5 あまりマッチングしていない 270 21.1 

4時間程度 362 28.3 マッチングしていない 88 6.9 

4時間以上 100 7.8    
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JSTA(日連)開示資料 部活動移行について⑧

部活動指導者の地域移行化 N=1281
 

項目 n ％ 項目 n ％ 

地域移行化への意見   地域移行化の方法   

賛成 662 51.7 学校基盤・学校型クラブ 281 21.9 

どちらかというと賛成 367 28.7 地域基盤・学校地域連携型クラブ 380 29.7 

どちらかというと反対 184 14.4 地域基盤・競技団体型クラブ 361 28.2 

反対 67 5.2 地域基盤・スポーツ少年団 259 20.2 

指導者としての参加意思   地域クラブ活動の会費（一ヶ月）   

参加する予定 151 11.8 0円・わからない 85 6.6 

どちらかというと参加する予定 213 16.6 1円～1,000円 96 7.5 

どちらかというと参加しない予定 193 15.1 1,001円～2,000円 196 15.3 

参加しない予定 562 43.9 2,001円～3,000円 382 29.8 

わからない 162 12.6 3,001円～5,000円 422 32.9 

移行化の現状   5,001円以上 100 7.8 

開始している 194 15.1 地域クラブ活動の指導者謝金（1時間）   

準備段階である 439 34.3 0円・わからない 95 7.4 

開始していない 531 41.5 1円～1,000円 274 21.4 

わからない 117 9.1 1,001円～1,500円 484 37.8 

地域での指導   1,501円～2,000円 336 26.2 

指導をしている 251 19.6 2,001円～3,500円 77 6.6 

コメント:各務原市として移行化の方法の選択・合体・その他案
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JSTA(日連)開示資料 部活動移行について⑨

部活動指導者の地域移行化の方法 N=1281
 

 

400 

350 

380 （29.7％） 361 （28.2％） 

 

300 

250 

281 （21.9％） 259 （20.2％） 

 

200 

150 

100 

50 

0 

 
学校基盤•保護者会等が運営    地域基盤•総合型スポーツクラブ     地域基盤•競技団体型クラブ   地域基盤•スポーツ少年団 

約8割が地域基盤を選択している
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JSTA(日連)開示資料 部活動移行について⑩

参加意思・指導価値志向・移行方法 N=1281 

 

 

地域移行方法 学校基盤 

保護者会等が運営 

地域基盤 
総合型スポーツクラブ 

地域基盤 

競技団体型クラブ 

地域基盤 

スポーツ少年団 

 

参加意思 合計 

指導価値志向 n ％ n ％ n ％ n ％ 
 

勝利志向 18 40.0% 12 26.7% 10 22.2% 5 11.1% 45 

ベスト志向 73 34.4% 81 38.2% 31 14.6% 27 12.7% 212 
参加群          

フェア志向 32 47.1% 16 23.5% 14 20.6% 6 8.8% 68 

生涯スポーツ志向 16 41.0% 14 35.9% 3 7.7% 6 15.4% 39 

勝利志向 9 17.0% 16 30.2% 15 28.3% 13 24.5% 53 

ベスト志向 46 12.5% 108 29.4% 136 37.1% 77 21.0% 367 
不参加群          

フェア志向 24 10.6% 58 25.7% 80 35.4% 64 28.3% 226 

生涯スポーツ志向 8 7.3% 28 25.7% 38 34.9% 35 32.1% 109 

勝利志向 5 27.8% 5 27.8% 4 22.2% 4 22.2% 18 

ベスト志向 28 34.1% 24 29.3% 20 24.4% 10 12.2% 82 

コメント:各務原市として、移行参加を決定し移行方法の検討
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JSTA(日連)開示資料 部活動移行について⑪

•学校教育には部活動が必要である
•競技人口を確保していくためには部活動は必要
•中学生の練習時間を考えると移行は難しい
•保護者と教員が連携して環境をつくることが必要

•学校と地域の連携が必要
•生徒指導面上，部活動は必要
•学校から部活を完全に切り離すことは難しい
•教員の負担を軽減するため

•部活動を学校から完全に切り離す
•教員の負担が大きいため軽減して欲しい
•競技団体には専門的に指導できる人がいる
•子供が主体となった活動ができる

•部活動を学校から完全に切り離す
•教員の負担を軽減のため
•現在あるスポーツ少年団で小学生と一緒にする
•すでに，指導者がいる

4パタンの詳細を現場に合わせて(学校群・指導者志向・先生)適切な対案は。。。?

詳細の組み合わせ・運用方法を検討 検討コア部会・移行日程計画
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県内クラブ一覧

団体名 男女別 人数 団体代表者名 地区 市区町村

坂祝エンジョイ中学 女子 2 松田克志 可茂 坂祝町

中津川STC 女子 2 荒畑鈴佳 東濃 中津川市

GifuTed 女子 8 髙橋茂樹 岐阜 本巣市

LIBERTA 男子 7 吉田佳吾 岐阜 瑞穂市

Amistad 男子 4 打田康浩 可茂 美濃加茂市

　　注）人数は現３年生を含む

※　結ソフトテニスクラブは、団体申請は行った（書類の提出は済）が、会員登録システム上では登録されていない。

          管理者に確認したところ、団体としては活動しているが、現状のクラブの出場チーム制限のままでは

　　　　クラブとして出場することは考えられない。出場枠を増やすか、中学校と同じ選出方法としてほしい。

※　郡上市全体として、中学クラブの申請中（近日中）。

令和５年度中学生クラブ一覧　　 令和5年11月9日現在



岐阜県小学生推移 選手権大会 例年４月開催 参加実績
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2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 令和3年 令和４年 令和5年

男子 104 81 77 61 54 52 58 59 57 48 56 39 75 71 65 62 35 30 27

女子 108 112 115 121 98 98 106 84 97 81 67 38 76 75 73 58 42 39 37

合計 212 193 192 182 152 150 164 143 154 129 123 77 151 146 138 120 0 77 69 64

コロナで中止

0

50

100

150

200

250

岐阜県小学生選手権大会参加数の推移

男子 女子 合計

ジュニアクラブ減少
ジュニア参加型継続

した部員・生徒の増
加策が必要



各務原市の生徒数とソフトテニス入部相関関係(R5年実績)
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項 学校名 ３年生徒 ２年生徒 １年生徒 特支内数 合計

1 那加中学校 228 202 197 -18 609

2 稲羽中学校 104 85 95 -5 279

3 鵜沼中学校 176 170 179 -21 504

4 緑陽中学校 108 115 110 -17 316

5 蘇原中学校 238 279 240 -24 733

6 中央中学校 273 273 242 -31 757

7 桜丘中学校 147 127 113 -7 380

8 川島中学校 124 116 121 -10 351

1398 1367 1297 -133 3929

３年 ２年 １年 ３年 ２年 １年

那加中学校 7 17 7 9 6 2

全体/人数 3% 8% 4% 4% 3% 1%

稲羽中学校 7 12 0 2 10 6

全体/人数 7% 14% 0% 2% 12% 6%

鵜沼中学校 6 10 9 8 3 7

全体/人数 3% 6% 5% 5% 2% 4%

緑陽中学校 13 3 2 4 6 9

全体/人数 12% 3% 2% 4% 5% 8%

蘇原中学校 7 2 6 16 5 9

全体/人数 3% 1% 3% 7% 2% 4%

中央中学校 7 15 6 8 5 6

全体/人数 3% 5% 2% 3% 2% 2%

桜丘中学校 7 10 14 6 2 12

全体/人数 5% 8% 12% 4% 2% 11%

川島中学校 3 14 7 4 6 3

全体/人数 2% 12% 6% 3% 5% 2%

57 83 51 57 43 54

➀ 全体人数よりテニス部に入部する率　345/3929=8.7%

➁ 男女の割合　男子　55% 女子45%

③ 学年別カバー率(人気率)

5

6

7

8

191/345 154/345

合計

計

R5年各務原市中学校生徒数　学校.COMより

R5年ソフトテニス部学校別登録人数

1

2

3

4

項 学校名
男子部員数 女子部員数
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R6年学生推進委員会盛り上げ策と運用(案)

R6年度方向性の確認と盛り上げ策(5役会議で合議)案

◆中学生試合のドローは専門校に一任する。交流会・講習会は除く
理由として、不特定多数のドローは公平性・内容により不具合が発生する。

◆各務原市 AsNo1 選手を女子・男子 前衛・後衛で各１名(4名)選出しR6年中学校
推進委員会で表彰する。(表彰内容は推進委員で検討)

◆輪番コーチ派遣 くじ引きで選定された学校の指導を２日～３日指導する。

→

ペア 学校 ポイント 合計 順位

1 山本・清水 中央 48 54 1 中央 1 中央 1 2 3 4

2 荒川・長屋 稲羽 24 27 2 稲羽 2 稲羽 1 2 3 4 5 6

3 丹羽・古田 鵜沼 12 18 3 鵜沼 3 鵜沼 1 2 3 4 5

4 中野・松井 桜丘 12 18 4 桜丘 4 桜丘 1 2 3 4

5 廣瀬・赤塚 蘇原 6 6 5 那加 5 那加 1 2 3 4 5 6 7

6 中本・辻 那加 6 12 6 川島 6 川島 1 2 3 4 5

7 加藤・堀 那加 6 7 蘇原 7 蘇原 1 2 3 4 5 6 7 8

8 出口・堀 川島 6 9 8 緑陽 8 緑陽 1 2 3 4 5 6 7

9 山田・番屋 鵜沼 3

10 日比野・石原 桜丘 3

11 鈴村・近藤 桜丘 3

12 番作・酒向 中央 3

13 村瀨・太田 稲羽 3

14 石川・池田 中央 3

15 小原・野津 川島 3

16 宮本・小園 鵜沼 3

→

ペア 学校 ポイント 合計 順位

1 斎藤・杉山 那加 48 51 1 那加 1 那加 1 2 3 4 5 6 7

2 古田・岩倉 蘇原 24 33 2 蘇原 2 蘇原 1 2 3 4 5 6

3 河田・伊藤 中央 12 21 3 中央 3 中央 1 2 3 4 5 6 7

4 大井・廣瀬 緑陽 12 21 4 緑陽 4 緑陽 1 2 3 4 5 6 7

5 堂前・都築 緑陽 6 5 川島 5 川島 1 2 3 4 5 6 7

6 五島・五島 中央 6 6 桜丘 6 桜丘 1 2 3 4 5 6 7

7 古川・渡邊 川島 6 6 7 鵜沼 7 鵜沼 1 2 3 4 5 6

8 稲村・鈴木 蘇原 6 8 稲羽 8 稲羽 1 2 3 4 5 6 7

9 赤羽・佐藤 中央 3

10 川久保・上杉 桜丘 3 6

11 田村・小林 鵜沼 3 6

12 鷲見・八木 鵜沼 3

13 中山・武藤 蘇原 3

14 櫻木・澤柳 那加 3

15 佐々木・谷口 緑陽 3

16 西田・後藤 桜丘 3

女子市民体育大会結果

男子市民体育大会結果

学校順位

学校順位

女子順位

男子順位
順位

順位

◆現在のポイント計算はペアになっています。
それを個人ポイントに反映

◆１年生よりペア変更があるので個人ポイント
としてカウント

◆ポイント対象試合は市・地区・県の実績ポイント
◆ポイントの指標は本日考察してください。
◆R6年スタート対象の学年を選定してください。
◆R7年度より結果繁栄が確認出来たらAsNo1学校
対象を追加する。

◆クラブ移行の形が確定しても変更対処方法を本日
考察してください。

過去データのペアポイント



部活動・クラブ活動・移行後の活動費の算出と検討事項(案)
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部活動・クラブ活動・移行後の活動費の運用の変更(案) 先生の付帯業務の減少

上記案をご検討ください。最適案をグループで討議願います。

項 部・クラブ 項目 該当頻度 費用明細 合計費用/年 発生年度 試合運営費 管理対象
1 部活費用 JSTA登録費用 年/1回 毎年４月に更新費用(学校登録) 500 年１回 登録費用(全員) 学校
2 試合運営費 コート利用費用 年/6試合 １試合/12面×10時間×125円×6回(個人・団体　３回) 90,000 年1回
3 交流会・審判講習会 コート利用費用 年/2回 １試合/12面×10時間×125円×2回(８校対象) 30,000 年1回

4 体育館利用費用 プリニー体育館 全日利用 ２日×20.000円=40.000円+前日lineテープ張り5-19=4000円 44,000 年1回

5 会議室費用 会議室利用費用(夏２部屋) 年/9回 1000円×9試合×10時間=90000円(公式戦+講習会+インドア) 90,000 年1回

6 事務局費用 賞状・昼食・案内 年/10回 事務局/6名　1500円×6×10回(インドア２日) 90,000 年1回

7 印刷代金 賞状・掲示物・HP開示費用 年/10回 2000円/回　2000円×10回 20,000 年1回

8 試合ボール １試合ホール使用料 年/5試合 ５×12面×2=120球(年度初めに籠買い) 30,000 年1回

8 練習ボール 年/1回 120球/30.000円程度-余剰球30球=90球×250円 22,500 ２回程度 部・クラブ費
9 1名1年で7球程度利用想定　 事象負担 250円×5球=1250円(1球紛失・練習球6球) 2,500 劣化・紛失 部・クラブ費

10 試合費用(個人戦) 出場する生徒が費用発生 年/9回 500円×9=3500円 4,500 個人負担

11 試合費用(団体戦) 出場する生徒が費用発生 年/3回 3000円×3回=9000円 9,000 個人負担

12 KakaminoCup 出場する生徒が費用発生 年/1回 3000円×1回=3000円　運営費は別会計　１試合協賛金30万 3,000 協賛金開催３社 団体負担

13 試合球 ５試合で消費するボール 年/5回 12面×2球×5回=120球×一般試合5試合 30,000 余剰球配布

14 年度初めに各学校配布 余剰球(一般試合含む) 年/1回 240球/8校+ジュニア=30球(春の大会で配布)　3年で90球 無償配布 推進委員球担当 余剰球配布

15 トロフィー・楯・Flags 10年に１回更新 10年/１回 積み立て金　Flags 15万×2　🏆3万×2　🏆１万×4　物価対応 500,000 継続　(物価対応10万) 144円/345名実績 連盟/専門校

➀ JSTA登録費用
➁ 試合運営費(年度回収) 総額を各務原市全体の部員で負担する。R5年実績は運営費用上記１～8の項目合計394.000円/345名=1.142円
③ 試合参加費用 出場する生徒負担

留意事項
・団体戦個人負担 4ペア登録の場合=375円　3ペア登録の場合=500円
・先生の負担軽減で、案としてJSATの登録費用のみ学校管理とし、それ以外の費用については、連盟中学校推進委員会管理推進委員に財務会計担当
　を置き運用展開するのが望ましい。(上記が決定した段階で各務原市中学校部活動・クラブ・地域移行規定(案)を作成する予定。
・管理・運営費を年で清算・回収は部活動・クラブ活動が決定した段階で、R6年新入部員より切り替え実施。
・切り替え年度はR6年R7としてR8年よりすべての生徒学校が会計足並みが揃う。(案として対象をR6年度より切り替え全学年案もあり)
・管理・運営費用はR6年進入部員N数/総費用=年間管理運営費用(現在の進級３年・2年を考慮して総費用の１/３が運営費となる。
・連盟より市支援金より余剰費用・運営・管理余剰費用でトロフィー・楯等の補完策も考慮する。

DUNLOP SOFTTENNIS BALL（ダンロップ ソフトテニスボール）公認球 バスケット入 10ダース（120球） 軟式テニスボール　メーカー希望小売価格 46,200円29,500円(送料無料)/120球=245円　　　　         　
指定販売店で購入Web発注だと不良品が発生した場合の交換ができない。　余剰球に各学校のスタンプを用意して連盟配布(スタンプ台は部・クラブ費で購入・Web発注８４０円)

運営費用(全員) 連盟/専門校

保護者

クラブ費

年間費用の明細

各務原市中学校部費・クラブ費規約(案)の費用負担明細

会計分離(案)

部・クラブで年度５月に回収し、学校顧問が入力・支払い 1.286円/1名

備品・ボール管理は
担当決めと倉庫活用



各務原市指導者資格義務化
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各務原市指導者一覧

R6年より指導者資格なければ指導不可
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現在の派遣状況等 岐阜県スポーツ協会➀ 日本スポーツ協会➁ 岐阜県ソフトテニス連盟③ 日本ソフトテニス連盟

派遣先 派遣開始 地域部活動指導者研修会認定書 ソフトテニスコーチ　1 ソフトテニス連盟指導員 公認審判員

1 ソフトテニス連盟 古川　昇 男 69 公務員 中央中学校男子 H8.4 ○ 〇 〇

2 ソフトテニス連盟 桑名　伸好 男 59 会社員 中央中学校女子 H11.4 〇 〇 〇 〇

3 ソフトテニス連盟 水谷　幸司 男 66 会社役員 緑陽中学校男子 H9.4 〇 〇 〇 〇 〇

4 ソフトテニス連盟 池上　剛史 男 46 会社員 緑陽中学校女子 R5.4 〇 〇

5 ソフトテニス連盟 森　   治子 女 68 ー 鵜沼中学校女子 H17.4 〇 〇 〇 〇

6 ソフトテニス連盟 石田　裕二 男 64 会社員 鵜沼中学校女子 H17.4 〇 〇 〇

7 ソフトテニス連盟 溝口　幹彦 男 56 会社員 鵜沼中学校男子 H26.4 〇 〇 〇 〇

8 ソフトテニス連盟 宮本　照枝 女 41 会社員 鵜沼中学校男子 H29.4 〇 〇 〇 〇

9 ソフトテニス連盟 磯崎　憲一 男 56 会社役員 川島中学校女子 H20.4 〇 〇 〇

10 ソフトテニス連盟 横濱　秀樹 男 55 会社員 川島中学校男子 H26.4 〇 〇 〇

11 ソフトテニス連盟 堀　秀樹 男 49 会社員 川島中学校男子 R5.4 〇 〇

12 ソフトテニス連盟 池戸　一成 男 58 会社役員 蘇原中学校男子 H20.4 〇 〇 〇 〇

13 ソフトテニス連盟 纐纈　龍男 男 49 会社員 蘇原中学校男子 H23.4 〇 〇 〇 〇

14 ソフトテニス連盟 遠藤　富雄 男 61 会社員 蘇原中学校女子 H23.4 ○ 〇

15 ソフトテニス連盟 北川　嘉克 男 56 会社員 那加中学校男子 H20.4 〇 〇 〇

16 ソフトテニス連盟 中島　敏典 男 71 会社員 那加中学校女子 S49.4 〇 〇 〇

17 ソフトテニス連盟 牛谷  竜也 男 27 会社員 那加中学校女子 R2.4 〇 〇 〇

18 ソフトテニス連盟 池田　博司 男 49 会社員 稲羽中学校男女 H23.4 〇 〇

19 ソフトテニス連盟 高園　都美男 男 60 会社員 桜丘中学校男子 R1..4 ○ ○ 〇

20 ソフトテニス連盟 苅谷　高司 男 51 会社員 桜丘中学校女子 R4.10 〇 〇

委嘱コーチ項 種目協会名 指導者名 性別 年齢 職業

市内指導者については、指導資格➀➁③のいづれかを取得できています。
小・中の指導については、継続可能となります。
今後、更新研修を各資格の年度に合わせて受講をお願いします。



選抜練習 指導者一覧とグループ割 R6年４月～
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◎ 水谷　幸司 ◎

〇 苅谷　高司 〇

牛谷　竜也

宮本　照枝

堀　　秀樹

◎ 溝口　幹彦 ◎

〇 桑名　伸好 〇

纐纈　龍男

磯崎　憲一

中島　敏典

　高園　都美男

古川　　昇

石田　裕二

遠藤　富雄

池田　博司

C班 D班

北川　嘉克

森　　治子

横濱　秀樹

令和６年度　強化練習指導者グループ割

A班 B班

池戸　一成

池上　剛史

◎リーダ〇副リーダ

かかみのジュニアハイスクール（市ソフトテニス連盟）

かかみのジュニア（市ソフトテニス連盟）

１８：００～２０：００ ２面  ＩＪ

１８：００～２０：００ ２面  ＫＬ

①令和４年度の市秋季大会およびインドア大会においてベスト８以上の成績のペア
を選抜対象とします。
②異なったペアにより両大会でベスト８以上になった場合は、いずれかの１ペア（２
名）のみ参加できます。
③上記対象者に辞退者が出た場合は、同校のコーチ推薦を可とします。
④令和５年度の市および地区の春季大会において、再度の選抜を行います。
（市大会はベスト８以上、地区大会はベスト１６以上が選抜メンバーになります）
この際、この条件にもれた生徒は、選抜対象から除かれます。

2. 練習等の内容について
①合同練習会：毎週土曜日18時～20時
・選抜メンバーによる合同練習
・指導者は市内中学校の指導者（コーチ）が交代で行います。
②強化練習会：４月２日（日）・６月１１日（日）
令和６年３月２４日（日）１３時～１７時
・一般および高校生選手との強化練習および試合
③参加費は、いずれも毎回一人３００円を徴収します。
3. 期間について
①令和５年度中体連までを区切りとします。
②中体連以降は、８月 5 ・ 6 日（土・日）に行う強化選手選考会にて新たに選抜メン
バーを決定します。（ベスト８以上が選抜対象となります）
③その後においても 1. ④項と同様に、市・地区秋季大会、市インドア大会、市・地
区春季大会の結果で強化選手の再選考を行います。



倶楽部・地域移行倶楽部形式の規定(案)➀
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倶楽部・地域移行倶楽部形式の規定(案)➁



本日のグループ討議の合議内容(期待値)
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① 移行するかどうか?

② 移行前提にした場合その移行モデルを選択または4つの視点よりクロス検討
③ その他移行視点・指標が出れば適切だとグループで判断した場合はGood

④ 移行計画の策定をしてください。検討開始時期・メンバー・大日程計画
⑤ 現在の運用方法の見直し案の検討をしてください。(補足資料参照)

⑥ 一部R6年度の盛り上げ策(案)も検討してください。
⑦ その他検討項目があればグループで取り上げて進めてください。

◆討議前提定義
・移行に関わる方程式はありません、あくまで地域移行(各務原市の現場にあった
適切な移行方法)を考えてください。
・また、現在諸問題があればそれを回避できる組織体・方法を議論してください。
例:モンスター保護者を受け入れ説明する組織(仮称:中学推進同義的対処規定委員会)

・推進部会の保護者規定の策定。(指導者は「普通の人」)

・討議のポイントとして生産性が上がる(案) はGood・意見はなるべく否定をしないで
進めてください。否定がある場合対案で回答もありです。



グループ討議 分散
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Aグループ Bグループ

古川昇

桑名伸好

池上剛史 森 治子

溝口幹彦
宮本照枝

磯崎憲一

池戸一成

纐纈龍男遠藤富雄

牛谷 竜也

苅谷高司

池田博司

事務局:水谷幸司

坂井先生

板津先生

日比野先生 細江先生

小畑先生欠席

各グルーフより代表1名選出してください。

Cグループ Dグループ

北川嘉克

横濱秀樹堀 秀樹



討議結果

①地域部活動移行の検討は進めることとなりました。
②基本的のコアの部分は地域部活動移行基盤委員会をメンバー縮小して継続実施
③地域部活動移行基盤委員会は教員と連盟・中学校推進部会の代表メンバーで構成。
④隔月で会議体を予定。
⑤地域部活動移行基盤委員会の決定事項は中学推進部会に連鎖して展開を図る。
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２月18日 地域部活動移行基盤委員会開催
教員不参加のため将来に向けての整備項目を列挙
➀試合の運用の担当区(教員と共同で実施案)担当教員様の負担軽減
➁試合の組み合わせのドローの公平化(中学校推進部会でドロー委員会
を新たに組織化して継続合議(担当教員様の負担軽減)

③移行日程目標の設定
④地域部活動移行基盤委員会は生徒ファーストを前提に推進を進める。
⑤地域部活動移行基盤委員会開催につては、教員様の参加できる環境
で進める。


